
✓ スライドを用いて項目ごとにご説明します

✓ なお、基本的に連結ベースでの説明です



✓ 当期業績は、前期実績に対し、受注高・売上高は増加、各利益項目は大幅な増
益となり、営業利益は2年連続、経常利益と当期純利益は3年連続で過去最高益
を更新しました

✓ 次期目標は、受注高は減少を見込みますが、売上高は当期並みを見込み、
利益項目は減益となる見込みです
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✓ 当期の受注高は1兆7,435億円となり、対前期で5.3％増加しました

✓ 土木は、国内・海外ともに増加し、928億円増加しました

✓ 建築・開発等は、概ね前期並みでした

✓ 次期は1兆6,200億円と、当期から7.1％の減少を見込んでいます

✓ 特に土木は、当期に大型案件が集中した反動から、減少を見込んでいます
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✓ 主な受注工事のうち、土木工事はご覧の通りです

3



✓ 主な受注工事のうち、建築工事はご覧の通りです
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✓ 当期の売上高は1兆5,855億円となり、対前期で6.6％の増収となりました

✓ 土木は、単体・子会社とも増加し184億円の増収となり、建築は、単体で豊富な期
首手持工事の施工が順調に推移したことから822億円の増収となりました

✓ 開発等は、概ね前期並みとなりました

✓ 次期は1兆5,900億円と、概ね当期並みを見込んでいます

✓ 土木は、手持工事は増加しているものの、工事が本格化しない大型工事が多い
ことから213億円の減収を見込んでいます

✓ 建築は、豊富な手持工事の進捗により292億円の増収を見込んでいます

✓ 開発等は、大成有楽不動産で物件売却の減少等により減収を見込んでいます
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✓ 当期の売上総利益は2,666億円となり、対前期で403億円の増益となりました

✓ 土木は、国内で工期終盤の大型工事における追加工事の獲得や工程進捗に伴
う原価低減により、167億円の増益となりました

✓ 建築も、国内での増収に伴う増益に加え、手持大型工事の原価低減により、241

億円の増益となりました

✓ 開発等は、単体で物件売却による利益が減少し、5億円の減益となりました

✓ 次期は2,180億円と、486億円の減益を見込んでいます

✓ 土木は、減収に加え、当期に工期終盤の大型工事における収支改善があった反
動により利益率が低下し、305億円の減益を見込んでいます

✓ 建築は、増収を見込みますが、土木同様に当期からの反動により利益率が低下
し、137億円の減益を見込んでいます

✓ 開発等は、大成有楽不動産の物件売却の減少等により減益を見込んでいます
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✓ 当期の完成工事利益率は16.7％となり、対前期で2.1ポイント好転しました

✓ 土木は、対前期で4.8ポイント好転の23.7％、建築は、対前期で1.3ポイント好転
の14.3％となりました

✓ 次期は、土木は8.0ポイント悪化の15.7％、建築は1.8ポイント悪化の12.5％、建
設事業では3.4ポイント悪化の13.3％を見込んでいます
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✓ 当期の販管費は847億円となり、対前期で8億円減少しました

✓ 開発等で、不動産販売費が減少しました

✓ 次期は、研究開発費等の増加を見込み、対当期で23億円増加の870億円となる
見込みです
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✓ 当期の営業利益は、対前期で411億円増益の1,819億円となりました
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✓ 次期の営業利益は、対当期で509億円減益の1,310億円となる見込みです
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✓ 当期の営業外損益は、34億円の利益となりました

✓ 前期との比較では、金融収支が好転しましたが、為替差損益の悪化などにより、
4億円の悪化となりました

✓ 次期は、20億円の利益を見込んでいます
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✓ 当期の経常利益は、営業利益の411億円増益、営業外損益の4億円悪化により、
対前期で407億円増益の1,853億円となりました
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✓ 次期の経常利益は、営業利益の509億円減益、営業外損益の14億円悪化により、
対当期で523億円減益の1,330億円を見込んでいます
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✓ 当期の特別損益は、主に子会社で減損損失を36億円計上したことにより、30億
円の損失となりました

✓ 前期は大成ロテックにおいて独占禁止法関連損失を計上した影響で94億円の
損失でしたので、対前期で64億円の好転となりました

✓ 次期はネットで損益0を見込んでいます
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✓ 当期純利益は、対前期で362億円増益の1,268億円となりました
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✓ 次期の当期純利益は、対当期で358億円減益の910億円となる見込みです

16



✓ 当期末の連結総資産は1,707億円増加の1兆9,308億円となりました

✓ 連結有利子負債は、前期から92億円増加して、2,473億円となり、現金預金は
1,519億円増加して、6,875億円となりました

✓ 自己資本は983億円増加の6,671億円となりました。自己株式の取得・消却に伴
い資本剰余金が250億円減少しましたが、利益剰余金は当期純利益の計上に伴
い1,039億円増加の3,825億円となりました

✓ 次期の有利子負債は2,500億円を予定しています

✓ ROEは、当期の純利益増加に伴い、対前期では3.8ポイント改善し20.5％となり、
次期は13.4％を見込みます
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✓ 当期の営業活動によるキャッシュ・フローは2,070億円と、2期連続で2,000億円を
上回りました

✓ また、投資活動を含むフリーキャッシュ・フローは対前期で294億円減少の1,951

億円となりました

18


